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今 月 の 表 紙
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目 次

2月
2022 年
（令和４年）

NO.191

イベントカレンダー19

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.46

15

消防だより16

ジオパーク通信18

さわやかだより
見直そう！食事の量　コツコツ積み重ねるダイエット

14

あぶた福祉会17

男 ………………………… 3,823人
女 ………………………… 4,411人
計 ………………………… 8,234人
世帯 …………………… 4,711世帯

（－ 13）
（－ 13）
（－ 26）
（－ 25）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜ 12 月 31 日現在＞

とうやこ
Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん

江辺野　心結ちゃん                  
　　　　　（みゆう）

史人さん・亜由美さん
11 月 29 日生　泉区

阿部　陽叶くん                  
　　   （はると）

雅也さん・七海さん
11 月 8 日生　入１区

お知らせ
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

10

３ pickup news

ワンポイント手話
令和３年度洞爺湖町成人式

７ みんなの力で地域の資源を守ろう！

まちのわだい８

４ 洞爺湖町の子どもたちの
学力向上を目指して

　洞爺湖町成人式が 1 月９日
（日）、洞爺湖町役場防災研修
ホールで開催され、新成人 46
人が出席しました。

－関連記事ｐ３－

20 Time Travel Toyako

東奔西走／今月のワンショット

胆振７市町と陸上自衛隊第７師団第 71 戦車連隊
「災害時の連携に係る協定書」締結式

「新型コロナワクチン（モデルナ）　　　　　　　　　　
　　　　　 ３回目接種日程のお知らせ
新型コロナワクチン (モデルナ )による接種を
申し込んだ65歳以上の人には、２回目の接種
を終えた日の早い人から順次、下記のいずれか
の日程で「期日割り当て」により、後日、郵送
で接種日時を案内します。
　接種の際は「新型コロナワクチン予防接種済
証（臨時接種）」、「新型コロナワクチン接種の
予診票（追加接種用）」を持参のうえ、会場に
お越しください。

接種日程
2月11日（金・祝）
2月19日（土）
2月26日（土）
2月27日（日）

接種会場
洞爺湖町役場
洞爺総合センター
洞爺湖町役場
洞爺湖町役場

※令和３年８月以降に２回目の接種を終えた人へ
令和４年２月中旬以降に予約案内を送付します。3

回目の接種を希望する人は、手元に予約案内が届いた
らインターネットか電話で予約をお願いします。
　【洞爺湖町コロナワクチン接種窓口】
　☎７６―４０３５



広報とうやこ　2022 年 2 月広報とうやこ　2022 年 2 月３

pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
　第 41 回目は令和３年度採用の税務財
政課三浦恵斗です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グル
ープ（☎ 74-3001）

手話
ワンポイントワンポイント

洞

pickup news

令和３年度令和３年度令和３年度
洞爺湖町成人式洞爺湖町成人式

　
　
爺
湖
町
成
人
式
が
１
月
９
日
、

　
　
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
中
に

成
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
60
人
の

う
ち
46
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
新
成
人
は
、
懐
か
し
い
友
人
や

恩
師
と
顔
を
合
わ
せ
て
満
面
の
笑

顔
。「
久
し
ぶ
り
」
と
再
会
を
喜

び
合
い
、
さ
っ
そ
く
思
い
出
話
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
式
辞
を
述

べ
た
真
屋
町
長
は
「
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
の
町
を
担
う
大
切
な
若

い
世
代
で
す
。
一
日
を
大
切
に
積

み
重
ね
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

　

中
学
校
時
代
の
恩
師
に
よ
る

「
お
祝
い
の
言
葉
」に
続
き
、「
二
十

歳
の
誓
い
」
で
は
新
成
人
を
代
表

し
て
大
石
実
来
さ
ん
が
登
壇
。「
社

会
の
一
員
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
決
意
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

閉
式
後
は
、
出
身
別
に
洞
爺
、

虻
田
地
区
に
分
か
れ
て
記
念
撮

影
。
町
の
特
産
品
な
ど
が
当
た
る

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
会
場
で
は
当

選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び

に
大
き
な
拍
手
が
響
い
て
い
ま
し

た
。

虻田地区の新成人虻田地区の新成人 洞爺地区の新成人洞爺地区の新成人

二十歳の誓いを述べる大石さん二十歳の誓いを述べる大石さん 再会を祝って記念撮影再会を祝って記念撮影
町の特産品などが当たる抽選会町の特産品などが当たる抽選会

で盛り上がった成人式で盛り上がった成人式

両手の小指を上下に絡ませ、指
切りで約束（誓い）をする様子。

誓い
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■小学校

■表の見方
　・平均正答率は各平均正答数を設問数で割った値の百分率です。
　・上段は令和３年度、下段は令和元年度の平均正答率です。
　　( 令和２年度の平均正答率は、コロナ禍で統一した学力調査ができなかったため記録がありません )

昨年５月 27 日に全国一斉で実施した学力・学
習状況調査の結果をお知らせします。
　学力調査の結果（平均正答率）は下記の表のと
おりです。また、レーダーチャート（円形のグラフ）
で分析した学力の概要、児童・生徒質問調査と学

国語、算数・数学の学力調査と生活・学習習慣に
関する児童・生徒質問調査、学習指導に関する学
校質問調査

〈調査の内容〉〈調査の対象〉
町内の小学校６年生　35 人（３校）
町内の中学校３年生　55 人（２校）

洞爺湖町の子どもたちの洞爺湖町の子どもたちの
　　　　　　　学力向上を目指して　　　　　　　学力向上を目指して

～令和3年度全国学力・学習状況調査の結果概要～～令和 3年度全国学力・学習状況調査の結果概要～

■問合せ■問合せ　教育委員会管理課学校教育グループ（☎ 74-3009）教育委員会管理課学校教育グループ（☎ 74-3009）

校質問調査の特徴的内容、当町の学力向上対策の
概要も伝えています。
　町のホームページでは、これらの内容に加え、
児童・生徒質問調査、学校質問調査の全てを掲載
しています。

各平均正答率 年 国　語 算　数
全　国

（公　立）
令和３年 ６４．７ ７０．２

令和元年 ６３．８ ６６．６

北 海 道
（公　立）

令和３年 ６３ ６７

令和元年 ６３ ６４

洞爺湖町
令和３年 ５８ ６６

令和元年 ５３ ５５

各平均正答率 年 国　語 数　学
全　国

（公　立）
令和３年 ６４．６ ５７．２

令和元年 ７２．８ ５９．８

北 海 道
（公　立）

令和３年 ６５ ５６

令和元年 ７２ ５８

洞爺湖町
令和３年 ６２ ４６

令和元年 ６４ ４６

■中学校

１．各教科の平均正答率

　　学力調査の結果　　

〈回答者数〉
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教科の領域別に全国を 100 とした場合の全道と洞爺湖町の状況をレーダーチャートで示したものです。
　（洞爺湖町の平均正答率÷全国の平均正答率× 100 で算出）

2. 教科全体の状況

　　児童への質問　　

町内小学校
北海道（公立）
全国（公立）

国語（話すこと・聞くこと）

国語（言葉の特徴や
使い方に関する事項）

国語（読むこと）

算数（数と計算）

算数（測定）

算数（変化と図形）

算数（データの活用）

70.070.0

90.090.0

80.080.0

100.0100.0

110.0110.0

国語（書くこと）

傾　向
・算数の「図形」が全道
平均を上回りました。
・国語の「話すこと・聞
くこと」、算数の「数と
計算」が全道並の水準
となりました。

・算数「問題の解き方や考え方が分かるように
ノートに書いている」

書いている どちらかといえば、書いている 書いていないどちらかといえば、書いていない
0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町 74.3

65.0

66.0

22.9

26.9

25.9

2.9

6.6

6.3

1.5

1.6

0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町 34.3

25.1

25.4

37.1

38.3

38.4

28.6

28.7

28.0

7.8

8.0

当てはまる どちらかといえば、当てはまる 当てはまらないどちらかといえば、当てはまらない

・国語「目的に応じて自分の考えを話したり、必
要に応じて質問したりしている」

0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町

・家で自分で計画を立てて勉強をしている
42.9

36.8

31.2

45.7

42.1

42.8

11.4

16.5

19.8

4.6

6.1

よくしている ときどきしている 全くしていないあまりしていない
0

5

10

15

20

25

30

全国全道洞爺湖町

28.6 22.8 22.7

・国語の勉強が好き

　　教育委員会の分析　　教育委員会の
町全体でノートの取り方などのルールについて統一

した取り組みを行いました。これにより、算数では問
題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いてい
る児童の割合が全国を上回ったと考えられます。
　国語では「主体的・対話的で深い学び」の実現のた
め授業を改善しました。この取り組みの結果、目的に
合わせて自分の考えを話したり、必要に応じて質問し

国語（話すこと・聞くこと）
■小学校

ている児童の割合と国語の勉強が好きな児童の割合が
全道、全国を上回ったと考えられます。
　また、家庭学習の手引きを作成し、保護者と家庭学
習の在り方について共通理解を深めました。自分で計
画を立てて家で勉強している児童の割合が全国、全道
を上回る成果につながりました。

算数（図形）
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①授業改善の視点や家庭学習の充実などに向けた取り組みを示した学力向上指標「スタンダード５」による町内
　共通の取り組みの徹底
②学力向上に関する先進的事例の収集と授業改善研修の推進
③町教育委員会による全国学力・学習状況調査結果の分析と各校の取り組みへのアドバイス

　　洞爺湖町の学力向上への取り組み　　

　　生徒・学校への質問　　

町内中学校
北海道（公立）
全国（公立）

国語（話すこと・聞くこと）

国語（伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項）

国語（読むこと）

数学（数と式）

数学（図形）

数学（関数）

数学（資料の活用）

70.070.0

90.090.0

80.080.0

100.0100.0

110.0110.0

国語（書くこと）

傾　向
・国語の「話すこと・聞
くこと」が全国、全道
平均に近くなりました。
・数学はいずれの項目も
全国、全道平均に達し
ませんでした。

〈学校〉授業の中で生徒に目標を示し、学習した内容
を授業の最後に振り返る活動を計画的に取り入れた

3.9

2.0

0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町 100.0

55.9

61.6

40.2

36.2

よく行った どちらかといえば、行った 全く行わなかったあまり行わなかった

0
5
10
15
20
25
30
35
40

全国全道洞爺湖町

25.1 23.536.4

〈生徒〉国語の勉強が好き

　　教育委員会の分析　　
町全体で「主体的・対話的で深い学び」を実現する

ため授業改善に取り組んだところ、自分の考えがうま
く伝わるように資料や文章、話の組み立てなどを工夫
して発表する生徒の割合が全国を上回りました。
　町内の全校で、授業の目標を生徒に示し、授業の最

国語（話すこと・聞くこと）
■中学校

後に学習した内容を振り返る活動を計画的に取り入れ
ました。この結果、国語の勉強が好きな生徒の割合が
全国・全道を上回り、数学の勉強が好きな生徒の割合
が全道を上回りました。

2.6

3.6

2.3

発表した どちらかといえば、発表した 発表しなかったどちらかといえば、発表しなかった
0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町

〈生徒〉自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、
話の組立てなどを工夫して発表した

23.6

20.3

21.0

25.5

41.6

25.5

1.8

26.3

9.9

9.4

45.5

41.0

考えを発表する機会がなかった

0
5
10
15
20
25
30
35

全国全道洞爺湖町

30.9 29.2 31.2

〈生徒〉数学の勉強が好き
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私たちの活動組織は多面的機能支払交付金を活用し、農地・農道などの地域資源の保全活
動や機能向上のための共同活動に取り組んでいます。

～令和３年度　多面的機能支払交付金事業の活動事例紹介～

　　　地や農業用水などは、安全で安心な食料生産を
　　  支える生産基盤としての役割はもちろん、国土・
環境・生態系の保全など多面的な役割を担っている
地域の大切な資源です。
　しかし、多くの集落では過疎化や高齢化が進行し、
資源を守る地域のまとまりが弱まっています。
　この事業は、農業者だけでなく地域住民、自治会、
関係団体などが幅広く参加する活動組織を立ち上
げ、これまでの保全活動に加えて、施設を長持ちさ

農
■問合せ　洞爺総合支所農業振興課（☎ 82-5111）■問合せ　洞爺総合支所農業振興課（☎ 82-5111）

５活動組織

▷代表者会議

花和地区環境保全会

◁農道周辺の
　雑木伐採

成香地域資源保全組合

▷くくりワナ
　に関する研修

公共施設周辺の環境保全公共施設周辺の環境保全

大原地区環境保全会

◁公共施設周
辺の環境保全

香川地区資源保全組合

▷キカラシに
　よる景観形成

◁花壇への植栽

財田・川東地域資源保全組合

▷機械の安全
　使用研修

◁用水路の
　保全活動

せるようなきめ細やかな手入れや農村の自然や景観
などを守る地域共同活動の促進を目的に５活動組織、
100 人を超える構成員で活動しています。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、代表者
会議や視察研修などが中止となり、制約された中で
の活動でしたが、各組織とも活動計画に基づいた環
境整備や有害鳥獣対策など実施しましたので、各組
織の主な活動事例を紹介します。

の力での力で
　地域の資源を守ろう！　地域の資源を守ろう！

みんなみんな
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オンライン式典に参加する真屋町長オンライン式典に参加する真屋町長みそ作りをする参加者みそ作りをする参加者

　
　
限
会
社
佐
々
木
フ
ァ
ー
ム
（
佐

　
　
々
木
麻
紀
代
表
取
締
役
）
が

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
賞
特
別
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
同
フ
ァ
ー
ム
は

2
0
1
3
年
か
ら
全
面
積
を
無
肥

料
無
農
薬
に
よ
る
自
然
栽
培
に
切
り

替
え
、
人
参
・
ご
ぼ
う
・
ビ
ー
ツ
な

ど
約
60
種
類
の
野
菜
を
栽
培
。
自
然

環
境
に
配
慮
し
未
来
の
農
業
を
見
据

え
た
取
組
み
が
高
い
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
「
自
然
栽
培
の
野

菜
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え

て
う
れ
し
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

有

有限会社佐々木ファーム
コープさっぽろ農業賞特別賞受賞

11
26

　
　
イ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
洞
爺

　
　
湖
（
青
木
佐
智
子
代
表
）
の
料

理
教
室
が
、
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
婦
な
ど

約
30
人
が
参
加
し
、
洞
爺
産
の
大
豆

を
使
っ
て
み
そ
を
作
り
ま
し
た
。

　
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
た
大
豆
に

こ
う
じ
を
混
ぜ
て
団
子
状
に
こ
ね
た

後
、
み
そ
樽
で
保
管
。
食
べ
ら
れ
る

ま
で
１
年
ほ
ど
の
熟
成
期
間
が
必
要

な
た
め
、
保
管
場
所
に
移
し
ま
し

た
。
他
に
昆
布
料
理
を
作
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
各
自
で
家
に
持
ち
帰
っ

て
味
わ
い
ま
し
た
。

ウ

　
　
本
郵
便
北
海
道
支
社
が
、「
北

　
　

海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
記
念

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
を

町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
フ
レ
ー
ム
切

手
は
、
縄
文
遺
跡
群
の
構
成
資
産
と

な
る
入
江
・
高
砂
貝
塚
の
写
真
が
使

わ
れ
、
同
支
社
が
発
売
し
ま
し
た
。

　
代
表
し
て
虻
田
郵
便
局
の
尾
形
光

平
局
長
が
役
場
を
訪
れ
、
真
屋
町
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。
尾
形
局
長
は

「
地
域
の
人
に
貝
塚
を
知
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日

「北海道・北東北の縄文遺跡群」
世界遺産登録記念式典22

11

真屋町長にフレーム切手を手渡す尾形局長（右）真屋町長にフレーム切手を手渡す尾形局長（右） 特別賞を受賞した代表取締役佐々木さん特別賞を受賞した代表取締役佐々木さん

北海道・北東北の縄文遺跡群　世界文化遺産登録記念
「史跡　入江・高砂貝塚」オリジナルフレーム切手贈呈式

12
2

みそ作りのいろはを学ぶ
ウイメンズネットワーク料理教室26

11

　
　
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

　
　

群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

を
記
念
し
、
文
化
庁
主
催
の
記
念
式

典
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
都
倉
俊
一
長
官
、
鈴
木
直
道
知
事

が
祝
辞
を
述
べ
、
参
加
し
た
首
長
が

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
真
屋
町
長
は

「
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
と
合

わ
せ
て
二
つ
の
ユ
ネ
ス
コ
の
認
定
を

受
け
た
資
産
が
で
き
ま
し
た
。
長
い

年
月
が
か
か
り
ま
し
た
が
喜
び
も
ひ

と
し
お
で
す
」
と
感
慨
深
く
語
り
ま

し
た
。

「

北
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　

　
　
爺
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
洞

　
　
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
洞
爺

Ｌ
Ｃ
）
が
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
災
害
Ｖ
Ｃ
）
支
援
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協

定
に
よ
り
、
町
社
協
は
自
然
災
害
の

発
生
時
、
災
害
Ｖ
Ｃ
で
使
う
車
両
や

資
機
材
、
人
的
支
援
の
提
供
を
要
請

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

洞
爺
Ｌ
Ｃ
の
目
良
浩
一
会
長
は

「
災
害
時
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
円

滑
に
活
動
で
き
る
よ
う
車
の
手
配
や

食
料
の
確
保
を
行
い
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

洞

　
　
域
住
民
の
交
流
を
目
的
に
町
民

　
　
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
（
洞
爺
湖
町

体
育
振
興
連
絡
会
主
催
）
が
洞
爺
中

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
チ
ー
ム

「
修
学
旅
行
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
町
内
12
チ
ー
ム
。

１
ブ
ロ
ッ
ク
４
チ
ー
ム
の
３
ブ
ロ
ッ

ク
で
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
１
～
４
位
ご
と
に
決
勝
ブ

ロ
ッ
ク
で
勝
敗
を
競
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
マ
ス
ク
着
用
や
30
分
ご
と
に

換
気
を
行
い
な
が
ら
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

地

町民ミニバレー大会
チーム「修学旅行」優勝

12
6

　
　
Ｒ
北
海
道
が
、「
北
海
道
・
北

　
　
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界

文
化
遺
産
登
録
を
記
念
し
、
特
別
仕

様
の
特
急
北
斗
ラ
ベ
ン
ダ
ー
編
成
を

運
行
し
ま
し
た
。
車
両
内
に
は
、
入

江
・
高
砂
貝
塚
な
ど
縄
文
遺
跡
群
を

構
成
す
る
資
産
の
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ネ

ル
を
新
た
に
掲
示
。
町
の
担
当
者
が

伊
達
紋
別
駅
か
ら
洞
爺
駅
ま
で
乗
り

込
み
、
乗
客
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
配
り
ま
し
た
。

　

洞
爺
駅
に
は
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
洞
龍
く
ん
」
も
駆
け
付
け
、
乗
客

に
縄
文
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

Ｊ
4

12 ＪＲ北海道とコラボ
特急北斗で入江・高砂貝塚をＰＲ

　
　
和
３
年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ

　
　

い
て
の
作
文
」（
全
国
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
、国
税
庁
主
催
）
で
、

笠
井
萌
加
さ
ん
（
虻
田
中
３
年
）
が

洞
爺
湖
町
長
賞
を
受
賞
し
、
皆
見
教

育
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
野
百
花
さ

ん
（
同
１
年
）
が
室
蘭
税
務
署
長
賞

を
受
賞
し
、
福
地
卓
巳
室
蘭
税
務
署

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
２
人
は
、「
賞
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

令

税についての作文
虻田中学生２人が入選

12
７

協定を締結した目良会長（左）と町社協の沼田副会長（右）協定を締結した目良会長（左）と町社協の沼田副会長（右） 洞爺湖町長賞受賞笠井さん ( 中央 ) と室蘭税務署長賞受賞藤野さん（右から２人目）洞爺湖町長賞受賞笠井さん ( 中央 ) と室蘭税務署長賞受賞藤野さん（右から２人目）

自然災害発生時に支援を
町社協と洞爺ライオンズクラブが協定

12
7

優勝したチーム「修学旅行」優勝したチーム「修学旅行」 乗客に縄文遺跡群をＰＲする洞龍くんと町職員乗客に縄文遺跡群をＰＲする洞龍くんと町職員
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暮
ら
し お知らせ

information

　
忙
し
く
て
金
融
機
関
の
窓
口
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払

う
時
間
が
な
い
と
い
う
人
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
を
当
月
末
に
引
き
落
と
す
こ
と

に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早

割
制
度
や
現
金
納
付
よ
り
も
割
引

額
が
多
い
６
か
月
前
納
・
１
年
前

納
・
２
年
前
納
も
あ
り
大
変
お
得

で
す
。

　

６
か
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２

年
前
納
の
申
込
み
締
切
日
は
、
毎

年
２
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
申
込
み
の
と
き
は
、
年
金
事
務

所
や
各
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の

申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し

て
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
し

て
い
る
人
は
、
再
度
の
申
し
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
１
年
前
納
か
ら
２
年

前
納
へ
の
変
更
な
ど
、
振
替
方
法

を
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
再
度
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務

所
（
お
客
様
相
談
室
）
（
☎

0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）

／
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

　
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
、
占
い
サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
に

関
す
る
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。「
無
料
登
録
」「
無
料
鑑

定
」「
無
料
診
断
」な
ど
を
う
た
い
、

占
い
サ
イ
ト
に
誘
導
し
有
料
の
ポ

イ
ン
ト
が
必
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

や
り
と
り
を
続
け
る
の
が
主
な
手

口
で
す
。

●
相
談
事
例

　

ス
マ
ホ
で「
無
料
鑑
定
」
と
の

広
告
を
見
て
、
占
い
サ
イ
ト
に
生

年
月
日
を
登
録
し
た
。
そ
の
後
鑑

定
士
か
ら「
無
料
で
鑑
定
す
る
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
私
を

守
っ
て
く
れ
る
三
つ
の「
徳
」
を

授
け
て
も
ら
え
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
三
つ
目
の「
徳
」
を
な
か

な
か
授
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
。　

　
占
い
サ
イ
ト
の
無
料
鑑
定
期
間

が
過
ぎ
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信

す
る
た
め
に
は
有
料
の
ポ
イ
ン
ト

が
必
要
に
な
り
、
毎
日
の
よ
う
に

プ
リ
ぺ
イ
ド
型
電
子
マ
ネ
ー
で
ポ

イ
ン
ト
を
購
入
し
て
や
り
と
り
を

続
け
た
。
途
中
で
鑑
定
を
や
め
よ

う
と
す
る
と
引
き
止
め
ら
れ
、
高

額
な
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ

た
。
返
金
し
て
ほ
し
い
が
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
。

　
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
次
の
と

お
り
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

・
占
い
師
や
鑑
定
士
を
名
乗
る
者

と
の
や
り
と
り
で
は
、
や
め
た

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
口
座
振
替
が
お
得
で
す

国
民
年
金
か
ら

﹁
無
料
登
録
﹂﹁
無
料
鑑
定
﹂

な
ど
を
う
た
う
占
い
サ
イ
ト

や
ア
プ
リ
に
注
意
！

い
と
申
し
出
る
と
、「
鑑
定
を
最

後
ま
で
受
け
な
い
と
不
幸
に
な

る
」「
今
や
め
る
と
も
っ
た
い
な

い
」
な
ど
不
安
を
あ
お
る
言
葉
で

引
き
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
相
手
の
言
葉
を
う
の
み
に

せ
ず
、
高
額
な
利
用
に
気
を
つ
け

て
、
や
り
と
り
を
き
っ
ぱ
り
や
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
や
り
と
り
の

内
容
は
、
支
払
っ
た
有
料
の
ポ
イ

ン
ト
料
金
な
ど
の
返
金
を
求
め
る

た
め
の
証
拠
と
な
り
ま
す
の
で
ス

ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
を
し
て

保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
無
料
だ
か
ら
と
い
っ
て
気
軽
に

氏
名
や
生
年
月
日
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
な
ど
の
個
人
情
報
を
入
力
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
占
い
師
や
鑑
定
士
を
名
乗
る
者

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
も
安

易
に
返
信
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

③
占
い
師
や
鑑
定
士
の
言
葉
を
う

の
み
に
し
て
や
り
と
り
を
継
続
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
出
展　
独
立
行
政
法
人　
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）
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お知らせ

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら

①
道
路
が
狭
く
な
り
、
通
行
の
妨

害
に
な
り
ま
す

　

違
法
駐
車
が
あ
る
た
め
に
、

交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
ス

ム
ー
ズ
な
車
両
走
行
が
で
き
な
く　
　

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

歩
道
上
駐
車
は
歩
行
者
の
通
行
を

妨
げ
ま
す
。

②
交
差
点
事
故
の
原
因
と
な
り
ま

す
　

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、

通
行
す
る
車
両
や
歩
行
者
の
見

通
し
を
妨
げ
、
交
差
点
事
故
の　
　

原
因
と
な
り
ま
す
。

③
緊
急
車
両
の
通
行
を
妨
げ
ま
す

　
狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る

と
き
は
、
他
の
車
両
が
通
行
不

能
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
消
防　
　

車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の

通
行
を
妨
げ
、
人
命
救
助
に
重
大

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

●
運
転
免
許
更
新
時
講
習

　
更
新
時
講
習
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程
を
確
認
し
、
早
め
の
更
新
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

福
祉
灯
油
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　

助
成
の
対
象
と
な
る
世
帯
や

条
件
、
申
請
に
必
要
な
も
の
な

ど
の
詳
細
は「
広
報
と
う
や
こ

2
0
2
1
年
12
月
号（
ｐ
11
）」
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
２
月
28
日（
月
）

■
助
成
期
限　
１
月
に
各
戸
配
布

し
た「
洞
爺
湖
町
福
祉
灯
油
購
入

助
成
の
お
知
ら
せ
」
の
助
成
期
限

が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。

　
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
誤
）
令
和
３
年
３
月
20
日（
日
）

（
正
）
令
和
４
年
３
月
20
日（
日
）

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
ま
せ
ん
か

　
町
で
は
、
空
き
家
を
有
効
活
用

し
、
移
住
や
定
住
を
促
進
し
て
地

域
の
活
性
化
を
図
る「
空
き
家
バ

ン
ク
」
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
空
き
家
を
誰
か
に
売
り
た
い
、

貸
し
た
い
」
な
ど
と
考
え
て
い
る

空
き
家
所
有
者
の
皆
さ
ん
、
空
き

家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
登
録
す
る
と
、
空
き
家
関
連

の
情
報
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
興
味
が
あ
る
人
を
つ
な

ぐ
役
目
を
果
た
し
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
閲
覧
件
数
は

年
々
増
え
て
い
て
、
子
育
て
世
代

や
移
住
希
望
者
な
ど
か
ら
一
軒
家

を
探
し
て
い
る
と
い
う
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
数
の

登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
登
録
方
法（
Ｈ
Ｐ
掲
載
）

　
印
鑑
と
登
記
簿
謄
本
な
ど
の
書

類（
無
い
場
合
は
事
前
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
）
や
物
件
の
写
真

を
持
参
し
て
も
ら
い
、
申
請
書
に

記
入
し
ま
す
。
登
録
完
了
に
な
っ

た
の
ち
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
地

域
振
興
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）　

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
を

支
給
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、生
活・

暮
ら
し
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
令
和
３
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
な
ど
に
対
し
て
臨
時
特
別
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
①
令
和
３
年
12
月
10

日（
基
準
日
）
に
洞
爺
湖
町
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
同
じ
世
帯
に
い

る
人
全
員
が
令
和
３
年
度
分
の
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

②　

①
に
該
当
し
な
い
世
帯
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
令
和
３
年
１
月
以
降

に
家
計
が
急
変
し
、
同
じ
世
帯
に

い
る
人
全
員
が
住
民
税
均
等
割
が

非
課
税
の
世
帯
と
同
様
の
状
況
と

認
め
ら
れ
る
世
帯

※
①
、
②
と
も
に
世
帯
全
員
が
、

住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い

る
人
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
額
　
１
世
帯
10
万
円

■
申
請
手
続
　
①
に
該
当
す
る
世

帯
は
、
世
帯
主
に
対
し
て
１
月
31

日
に
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
必
要
事
項
を
確
認
し
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
②
に
該
当
す
る
人
は
健
康

福
祉
課・洞
爺
総
合
支
所
庶
務
課・

洞
爺
湖
温
泉
支
所
窓
口
に
申
請
書

を
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い（
申
請
期
限
は
９
月
30

日（
金
）
ま
で
）。

■
支
給
時
期
　
確
認
書
・
申
請
書

提
出
か
ら
、
２
週
間
程
度
で
指
定

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）
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中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、
石

綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
保
険
給
付
や

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
人

が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
し
て

い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
都
道
府
県
労

働
局
や
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
北
海
道
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課（
☎
0
1
1

－

7
0
9－

2
3
1
1（
内
線

3
5
9
0
））

こととううやや No.10
　台風や豪雨、噴火、津波などの自然災害が発生し
た場合、自ら避難することが難しい人は、日ごろか
ら災害に備えておくことが重要です。
　東日本大震災では、亡くなった人の６割以上が 60
歳以上の人でした。また、障害のある人の死亡率は、
住民全体の２．５倍だったことが障害者支援団体の調
査で明らかになりました。これは、自力で避難する
ことが難しい人が逃げ遅れたことが原因の１つだと
考えられています。
　今後、有珠山噴火や津波災害も想定されているこ
とから、町では、高齢者世帯や身体に障害のある人
の世帯などで、自然災害が発生したときに家族など
の支援が受けられず、自身で避難することが困難な
人に「避難行動要支援者」として名簿登録に届け出し
てもらい、さらに避難のときに支援してもらう人を
選定し、災害発生時に安否の確認や災害情報の伝達、
避難を手助けする「避難行動要支援者制度」の取組み
を進めていますので、気軽に相談してください。

避難行動要支援者制度避難行動要支援者制度

■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001）

道
路
工
事
の
お
知
ら
せ

行
　
政

　
町
道
虻
田
ビ
ワ
オ
ク
線
の
道
路

整
備
工
事
の
た
め
、
一
部
の
交
通

規
制
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中

は
、
施
工
区
間
で
片
側
交
互
通
行

と
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
交
通
規

制
、振
動
、騒
音
に
よ
る
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
工
事
期
間︵
予
定
︶　
２
月
15
日

（
火
）
~
３
月
23
日（
水
）

■
問
合
せ　
建
設
課
管
理・土
木・

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
7
）

■避難行動要支援者として届出できる人
　支援を受けるために必要な個人情報を関係機関へ
提供することに同意をいただいた上で、次の要件に
該当する人。
　①身体障害者　１級および２級
　②精神障害者　１級
　③知的障害者　Ａ判定
　④要介護認定者　要介護３以上
　⑤高齢者のみ世帯　65歳以上
　⑥上記のほか、災害発生時に避難情報の入手、避
　　難の判断または避難行動を自ら行うことが困難
　　な人（例：妊産婦、乳幼児、難病者、日本語に不
　　慣れな在住外国人）

ニホンゴ、
ムズカシイ

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

室
蘭
税
務
署
か
ら

　
令
和
３
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
相
談
や
申
告
書
の
受
付

は
、
２
月
16
日（
水
）
～
３
月
15

日（
火
）ま
で
で
す
。
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
し
、
e

－

T
a
x（
電
子
申
告
）
や
印
刷

し
て
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
人
が
訪

れ
る
確
定
申
告
会
場
で
は
な
く
、

自
宅
で
の
申
告
書
の
作
成
・
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
会
場
の
混
雑

緩
和
の
た
め
、
会
場
へ
の
入
場
に

は「
入
場
整
理
券
」（
会
場
で
の

当
日
配
布
も
し
く
は
国
税
庁
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
事

前
発
行
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
確
定
申
告
会
場

室
蘭
税
務
署

■
相
談
受
付
日
時
　
２
月
16
日

（
水
）~
３
月
15
日（
火
）（
土・日・

祝
日
を
除
く
）
９
時
~
16
時

■
問
合
せ　

室
蘭
税
務
署（
☎

0
1
4
3

－

22

－

4
1
5
1
）



募
　
集

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

２
月
19
日（
土
）、
３

月
19
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－
３
０
０
２
）

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

自
衛
隊
募
集

■
募
集
種
目　

①
幹
部
候
補
生

（
一
般
）
②
第
１
回
一
般
曹
候
補

生
③
予
備
自
衛
官
補（
一
般
）

■
資
　
格　
①
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
男
女
②
18
歳
以
上
32
歳
未
満

の
男
女
③
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

男
女

■
受
付
期
間　
①
３
月
１
日（
火
）

～
４
月
14
日（
木
）
②
３
月
１
日

（
火
）
～
５
月
10
日（
火
）
③
～
４
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お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 
故髙橋あや子さん
■ 12月 13日死去■ 95歳■遺族は艶子さん■青２区

故宮崎信良さん
■ 12月 19日死去■ 90歳■遺族は一義さん■泉区

12月20日から１月19日届出分

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
匿
名
は
３
万
円
▽
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
さ
く
ら
家
は
3
、
1
7
5
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
高
橋
祐
子
さ
ん
（
青
２
区
）
▽

芦
原
正
雄
さ
ん
（
虻
５
区
）
▽
井

本
清
江
さ
ん
（
虻
８
区
）
▽
髙
田

生
子
さ
ん
（
虻
６
区
）
▽
坂
上
昭

郎
さ
ん
（
入
４
区
）
▽
横
山
信
子

さ
ん
（
温
８
区
）
▽
酒
田
恵
美
子

さ
ん
（
温
８
区
）
▽
下
妻
末
乃
さ

ん
（
温
３
区
）
▽
妻
木
征
男
さ
ん

（
虻
４
区
）▽
奥
山
洋
子
さ
ん（
温

３
区
）
▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら

家
▽
洞
爺
湖
汽
船

故石川キヨさん
■ 1月 13日死去■ 83歳■遺族は山崎由美子さん■かっこう台区

故永山靜江さん
■ 1月 11日死去■ 83歳■遺族は裕之さん■虻４区

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
「
働
き
た
い
人
」
を
応
援
す
る

無
料
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に

向
け
た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。

そ
の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日
　
時

３
月
４
日（
金
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対
　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内
　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
他

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－

84

－

８
6
7
0
）

故後藤清作さん
■ 1月 9日死去■ 97歳■遺族は幸夫さん■入１区

御
無
沙
汰
を
ひ
と
言
添
へ
て
賀
状
書
く

　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
風

初
暦
七
曜
土
よ
り
は
じ
ま
り
ぬ

　
　
矢
野
知
子

虎
の
絵
に
マ
マ
の
手
作
り
初
暦

　
　
　
小
笠
原
勇

冬
枯
れ
に
な
り
て
隣
家
の
近
く
見
ゆ

　
　
　
千
葉
征
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
12
月
定
例
会

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　
①
２
月
17
日（
木
）、

②
３
月
３
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
林
正
樹
弁
護
士

（
伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）

無
料
法
律
相
談
会
開
催

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

月
8
日（
金
）

■
試
験
日　
①
４
月
23
日（
土
）、

24
日（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日
②

５
月
20
日（
金
）
～
29
日（
日
）
の

い
ず
れ
か
１
日
③
４
月
11
日（
月
）

～
17
日（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3－

44－
9
5
3
3
）

②
池
田
翔
一
弁
護
士（
池
田
翔

一
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）



さわやかだ
より

問合せ問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）
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　「感染症の影響で活動量が減ったにも関わらず食事量
はそのまま…」で、この２年間で体重が増えた人は少
なくないのではないでしょうか？
　１kg 分の脂肪を減量するには約 7 千 Kcal 減らす必
要があります。１か月での減量を目指す場合、１日当
たりに換算すると約 230Kcal となります。これを運動
のみで達成しようとすると、毎日１～ 1.5 時間程度の
ウォーキングを１か月程度続けなければいけません。

　一方、ごはん１杯 (150g) は約 234Kcal なので、少
し食べ過ぎただけで運動で消費したエネルギーに追い
ついてしまいます。そのため、運動だけでの減量には
限界があり、食事量の見直しが不可欠となります。
　身長と運動量から１日に消費する大まかなエネル
ギー量を計算することができます。その量より多く摂
取した分は脂肪として蓄積されてしまいますので、ま
ずは１日にどれぐらいまでなら過剰摂取にならずに食
べられるかを知り、食べ過ぎを予防しましょう！

■ステップ２
「身体活動量 ( 係数 ) を確認しよう！」
　身体活動量とは、スポーツなど意識的に運動するのとは違い、家事や通勤な
どの日常生活で無意識のうちにする運動の総量のことをいいます。
・あなたの身体活動量係数は？
　デスクワーク中心の人は 25 ～ 30、立ち仕事中心の人は 30 ～ 35、力仕事
が多い人は 35 ～ 40

■ステップ３
「１日に必要なエネルギー量の目安を計算しよう！」
標準体重 (kg) ×身体活動量 ( 係数 ) ＝摂取エネルギー量 (Kcal)/ 日
例）標準体重 56.3kg で立ち仕事中心の場合
　　56.3 × 30 ＝ 1,689Kcal/ 日（１食当たり 563Kcal）

◇コツコツと気長な減量を意識しましょう！
主食・主菜・副菜をそろえてバランスよく食べるこ

とを意識します。この時、エネルギー量の増減は主食
で行うようにしましょう。まずは、今まで食べていた
主食の量を実際に計量し、少し減らすことの積み重ね
を目指しましょう。
　例）200 ｇのごはんを 150 ｇに減らす
　→ 78Kcal/ 日×３食× 30 日＝ 7,020Kcal

※計算上は１カ月で１㎏の減量となります

ごはん 食パン ( ６枚切り )

100 ｇ 156Kcal 0.5 枚 74Kcal

150 ｇ 234Kcal １枚 149Kcal

200 ｇ 312Kcal 1.5 枚 223Kcal

250 ｇ 390Kcal ２枚 298Kcal

■ステップ１
「標準体重を知ろう！」
標準体重＝身長 ( ｍ ) ×身長 ( ｍ ) × 22
例）身長 160㌢の場合　1.6( ｍ ) × 1.6( ｍ ) × 22 ＝ 56.3kg

コツコツ積み重ねるコツコツ積み重ねる
　　ダイエット　　ダイエット

見直そう！食事の量

１日に必要なエネルギー量（目安）を計算してみましょう
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
透
明
な
螺
旋
（
東

野
圭
吾
）
▽
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト

（
今
野
敏
）
▽
ペ
ッ
パ
ー
ズ
ゴ
ー

ス
ト
（
伊
坂
幸
太
郎
）
▽
子
の
な

い
夫
婦
と
猫
（
群
よ
う
こ
）
▽
能

面
検
事
の
奮
迅
（
中
山
七
里
）
▽

自
転
し
な
が
ら
公
転
す
る
（
山
本

文
緒
）
▽
ブ
ル
ー
ス
Ｒ
ｅ
ｄ
（
桜

木
紫
乃
）
▽
民
王　
シ
ベ
リ
ア
の

陰
謀
（
池
井
戸
潤
）
▽
さ
よ
な
ら

も
言
え
な
い
う
ち
に（
川
口
俊
和
）

▽
月
曜
日
の
抹
茶
カ
フ
ェ
（
青
山

美
智
子
）
▽
二
人
の
嘘
（
一
雫
ラ

イ
オ
ン
）
▽
Ｐ
Ｉ
Ｔ
特
殊
心
理
捜

査
班・水
無
月
玲
（
五
十
嵐
貴
久
）

▽
嗤
う
淑
女　
二
人（
中
山
七
里
）

▽
本
が
紡
い
だ
五
つ
の
軌
跡
（
森

沢
明
夫
）
▽
こ
の
夜
が
明
け
れ
ば

（
岩
井
圭
也
）
▽
パ
ラ
ダ
イ
ス・ガ

ー
デ
ン
の
喪
失
（
若
竹
七
海
）
▽

小
さ
い
預
言
者
（
浮
穴
み
み
）
▽

カ
ミ
サ
マ
は
そ
う
い
な
い
（
深
緑

野
分
）
▽
陰
の
人　
吉
原
裏
同
心

（
36
）（
佐
伯
泰
英
）
▽
美
し
い
日

本
へ
絶
景
の
旅
（
Ｋ
＆
Ｂ
パ
ブ
リ

ッ
シ
ャ
ー
ズ
編
集
部
）

＜

児
童
書＞

▽
ふ
し
ぎ
な
駄
菓
子

屋
銭
天
堂
（
廣
島
玲
子
）
▽
わ
ら

し
べ
ち
ょ
う
じ
ゃ
（
い
も
と
よ
う

こ
）
▽
せ
ん
ろ
は
つ
づ
く　
に
ほ

ん
い
っ
し
ゅ
う
（
竹
下
文
子
著
・

鈴
木
ま
も
る
絵
）
▽
や
さ
い
の
が

っ
こ
う　
と
ま
と
ち
ゃ
ん
の
た
び

だ
ち
（
な
か
や
み
わ
）
▽
あ
な
ふ

さ
ぎ
の
ジ
グ
モ
ン
タ
（
と
み
な
が

ま
い
著
・
た
か
お
ゆ
う
こ
絵
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞
▽
わ
た
し
の
良
い
子

（
寺
地
は
る
な
）▽
白
光（
朝
井
ま

か
て
）
▽
背
高
泡
立
草
（
古
川
真

人
）
▽
赤
朽
葉
家
の
伝
説
（
桜
庭

一
樹
）
▽
私
が
語
り
は
じ
め
た
彼

は
（
三
浦
し
を
ん
）

＜

児
童
書＞

▽
こ
の
パ
ン
な
に
パ

ン
？
（
ふ
じ
も
と
の
り
こ
）
▽
ね

こ
は　
る
す
ば
ん
（
町
田
尚
子
）

どこからきたの？おべんとう
鈴木　まもる
　おべんとうには卵焼き、アジフラ
イ、ポテトサラダなどおいしいもの
がいっぱい！でも、どこから来て、
どうやって食べられるようになるの
かな。食材の生産現場、流通過程、
調理の仕方もわかるユニークな食育
絵本。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　２月のおはなし会
■日　時　①２月 14 日（月）、28 日
( 月 )10 時 ～ 11 時 30 分、 ２ 月 17
日 ( 木 )14 時 30 分～ 15 時 30 分②
２月 18 日 ( 金 )14 時～ 15 時 30 分
■場　所　①あぶた母と子の館②あぶ
た読書の家
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスク着用の参加をお願いします。
人数制限を行うこともありますので
ご了承ください。

今月の
リポーター
佐川千明さん

　
　
う
や
水
の
駅
を
拠
点
に
活

　
　
動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
佐
川
で
す
。
移
住
し

て
初
め
て
の
冬
を
過
ご
し
て
い

ま
す
が
、
雪
の
多
さ
に
驚
い
て

い
ま
す
。
あ
ま
り
雪
に
は
な
じ

み
の
な
い
四
国
出
身
の
私
は
、

し
ん
し
ん
と
降
る
雪
や
冬
の
洞

爺
湖
を
眺
め
る
た
び
に
見
と
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
雪
か
き
は
大
変
で

す
ね
。
慣
れ
な
い
私
に
近
所
の

人
た
ち
は
道
具
選
び
か
ら
効
率

的
な
方
法
ま
で
親
切
に
教
え
て

下
さ
り
、
と
て
も
助
け
ら
れ
て

い
ま
す
。雪
か
き
だ
け
で
な
く
、

ま
だ
不
慣
れ
な
こ
と
も
多
い
環

境
で
の
子
育
て
で
は
地
域
の
人

た
ち
に
気
に
か
け
て
い
た
だ
く

こ
と
も
多
く
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

や
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
さ
て
、
と
う
や
水
の
駅
は
昨

年
10
月
末
に「
う
ど
ん
の
さ
ぬ

き
屋
」が
閉
店
し
て
し
ま
い
、と

て
も
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
ご
時
世
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
冬
季
は
さ
ら

に
訪
れ
る
観
光
客
が
減
り
、
館

内
は
静
か
な
日
も
多
い
で
す
。

　
し
か
し
、
昨
年
秋
ご
ろ
か
ら

イ
ベ
ン
ト
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出

店
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
町
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
人
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
季
節
問
わ
ず
大
勢
に

足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

施
設
を
目
指
し
て
ス
タ
ッ
フ
一

同
模
索
中
で
す
。
今
後
は
観
光

客
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
人
た

ち
が
憩
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
の
よ
う
な
場
所
に
も
し

て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
も
洞
爺
の
魅
力
を

ど
ん
ど
ん
発
掘
・
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と

今月の
１冊

広報とうやこ　2022 年 2 月広報とうやこ　2022 年 2 月15
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洞
爺
湖
消
防
出
初
式

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

令

統
一
標
語

﹃
お
う
ち
時
間

家
族
で
点
検火

の
始
末
﹄

広報とうやこ　2022 年２月

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

の
お
知
ら
せ

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
開
設
し
て
い
ま
す

　
　
和
４
年
１
月
５
日
、
洞
爺
湖

　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
洞

爺
湖
消
防
出
初
式
（
西
胆
振
行
政

事
務
組
合
洞
爺
湖
消
防
団
・
洞
爺

湖
支
署
主
催
）を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
消
防
車
両
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
を
中
止
し
、
屋
外
に
て

観
閲
式
を
行
っ
た
後
、
屋
内
式
典

で
は
永
年
に
わ
た
っ
て
消
防
団
活

動
に
功
績
を
重
ね
た
団
員
に
表
彰

状
お
よ
び
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

洞
爺
湖
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
暖
房
機
器
の
取
り

扱
い
や
食
事
の
準
備
な
ど
火
気
の

使
用
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

き
、
今
年
一
年
、
安
心
・
安
全
・

無
火
災
の
洞
爺
湖
町
と
な
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
洞
爺
湖
消
防
出
初
式

の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

●
北
海
道
知
事
表
彰

■
功
労
章

副
団
長　
荒
哲
雄
（
団
本
部
）

■
30
年
勤
続
表
彰

部
長　
川
村
修
一
（
第
１
分
団
）

■
20
年
勤
続
表
彰

班
長　
小
林
進
市
（
第
１
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰

班
長　

阿
部
和
真
（
第
２
分
団
）

団
員　

菊
地
章
仁
（
第
１
分
団
）

団
員　
加
藤
浩
（
第
２
分
団
）

●
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

■
特
別
功
績
章

部
長　
柴
口
和
孝
（
第
１
分
団
）

■
功
績
章

副
分
団
長　
阿
部
重
徳（
第
１
分
団
）

部
長　
藤
川
栄
治
（
第
４
分
団
）

■
30
年
勤
続
表
彰

部
長　

川
村
修
一
（
第
１
分
団
）

部
長　

三
好
勝
美
（
第
１
分
団
）

団
員　
高
清
水
直
也（
第
１
分
団
）

■
20
年
勤
続
表
彰

部
長　
桑
島
順
子
（
女
性
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰

団
員　
菊
地
章
仁
（
第
１
分
団
）

団
員　
塩
野
谷
通
（
第
２
分
団
）

団
員　
青
山
和
弘
（
第
２
分
団
）

団
員　
佐
々
木
卓
一（
第
２
分
団
）

団
員　
田
中
謙
太
朗（
第
２
分
団
）

団
員　
前
田
泰
弘
（
第
２
分
団
）

団
員　
小
林
正
志
（
第
４
分
団
）

団
員　
髙
石
典
子
（
女
性
分
団
）

●
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
管
理
者

表
彰

■
30
年
勤
続
表
彰

部
長　
川
村
修
一
（
第
１
分
団
）

部
長　
三
好
勝
美
（
第
１
分
団
）

団
員　
高
清
水
直
也（
第
１
分
団
）

■
20
年
勤
続
表
彰

部
長　
桑
島
順
子
（
女
性
分
団
）

●
洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

■
20
年
勤
続
表
彰

部
長　
桑
島
順
子
（
女
性
分
団
）

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
消
防
車
が
火
災
出
動
し
た

場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害
案

内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
火
災
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
は
「
０
１
４
２

︱
23
︱
７
１
７
１
」
と
な
り
ま
す

の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

新年の安全を祈願した消防出初式新年の安全を祈願した消防出初式

消防団活動の功績をたたえた表彰式消防団活動の功績をたたえた表彰式

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
胆
振
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
は
、
広
報
発
信
の
た
め

公
式
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
開
設

し
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
メ

ン
ト
の
応
答
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
上
か
ら
の
緊
急
通
報
や
出
動
要

請
は
一
切
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
nfd119.sakura.ne.jp/
index.htm

l



69
第

回

利
用
者
の
笑
顔
広
が
る

　
　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
会

清

広報とうやこ　2022 年２月広報とうやこ　2022 年２月17

た
め
の
拠
点
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

◆
デ
イ
セ
ン
タ
ー
憩
い
の
丘

　
利
用
者
の
高
齢
化
・
重
度
化
に

伴
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
在
宅
な

ど
の
高
齢
・
重
度
の
障
が
い
を
有

し
て
い
る
人
を
対
象
に
生
活
介
護

サ
ー
ビ
ス
（
健
康
づ
く
り
、
介
護

予
防
な
ど
の
た
め
の
機
能
訓
練
、

創
作
的
活
動
な
ど
）
の
提
供
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
食
堂
を
運
営
し
、

社
会
人
と
し
て
生
き
が
い
と
喜
び

を
持
て
る「
働
く
場
」を
提
供
し
、

自
立
と
社
会
経
済
活
動
（
生
産
活

動
）
へ
の
参
加
な
ど
多
様
な
活
動

を
提
供
し
ま
す
。

◆
地
域
交
流

①
地
域
食
堂

　

生
活
介
護
の
生
産
活
動
と
し

て
、
地
域
食
堂
を
運
営
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
子
ど

も
た
ち
と
障
が
い
者
な
ど
地
域
住

民
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
交

流
・
つ
な
が
り
の
場
と
し
ま
す
。

②
洞
爺
湖
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
受
託
運
営

　

当
該
拠
点
施
設
で
受
託
運
営

し
、利
用
者
の
希
望
に
応
じ
て「
デ

イ
セ
ン
タ
ー
憩
い
の
丘
」の
ほ
か
、

当
法
人
が
設
置
す
る
施
設
・
事
業

クリスマス会の食事を楽しむ参加者クリスマス会の食事を楽しむ参加者

　
　
水
友
愛
の
里
で
12
月
25
日
、

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
き
ま
し

た
。
今
回
も
昨
年
と
同
様
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
設
備
の
消
毒
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　
一
年
で
最
後
の
行
事
を
利
用
者

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
職

員
全
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
ま

し
た
。
女
性
の
利
用
者
や
職
員

が
作
っ
た
飾
り
で
会
場
を
彩
り
、

当
日
は
ム
ー
ド
満
点
と
な
り
ま
し

た
。

　
利
用
者
が
開
会
式
の
司
会
を
務

め
、
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
て
ス

タ
ー
ト
。
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
は
利

用
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
も
と
に
栄

養
士
が
考
案
し
ま
し
た
。
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
型
の
ピ
ラ
フ
、
シ

チ
ュ
ー
、
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
、
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
ボ
リ
ュ
ー
ム
満

点
の
食
事
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
、

み
ん
な
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
料
理
人
が
メ
イ
ン
メ

ニ
ュ
ー
の
ス
テ
ー
キ
を
実
演
コ
ー

ナ
ー
で
焼
き
ま
し
た
。
目
の
前
で

焼
か
れ
る
ス
テ
ー
キ
を
見
た
利
用

者
は
目
を
丸
く
し
た
り
、「
美
味

し
そ
う
」「
い
い
匂
い
」
な
ど
と

話
し
な
が
ら
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い

ま
し
た
。

　
デ
ザ
ー
ト
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ア
イ
ス
に
チ
ョ

コ
チ
ッ
プ
な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し

て
喜
ん
で
い
る
の
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
最
後
に
お
待
ち
か
ね

の
イ
チ
ゴ
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
提

供
し
、
最
後
ま
で
笑
顔
が
絶
え
な

い
食
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
余
興
は
利
用
者
が
好
き
な
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
。
職
員
が
数
字
を

読
み
上
げ
る
ご
と
に「
あ
っ
た
ー
」

「
な
い
わ
」
な
ど
と
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
当
選
し
た
利
用
者

は
景
品
を
持
ち
、
ス
テ
ー
ジ
の
上

で
記
念
撮
影
。
万
歳
三
唱
と
紙
吹

雪
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　
終
了
後
は
、
今
年
も
サ
プ
ラ
イ

ズ
で
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ト
ナ
カ

イ
が
登
場
し
ま
し
た
。
サ
ン
タ
が

中
庭
を
車
で
一
周
し
て
さ
っ
そ
う

と
現
れ
る
と
、
利
用
者
か
ら
は
歓

声
が
上
が
り
、「
早
く
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
ち
ょ
う
だ
い
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
、
雰
囲
気
は
最
高
潮
。
サ

ン
タ
が
一
人
一
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
渡
し
ま
し
た
。そ
の
場
で
開
け
、

う
れ
し
そ
う
に
感
想
を
職
員
に
伝

え
て
く
る
利
用
者
の
様
子
は
、
い

つ
見
て
も
良
い
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

来
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
が
収
束
し

て
普
段
の
生
活
が
戻
り
、
全
て
の

行
事
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
よ
り
笑
顔

で
楽
し
め
る
よ
う
に
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
今
回
以
上
の
内
容
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

一
年
の
健
康
を
願
っ
て

　
　
　
　
　
　
新
年
交
流
会

　
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゆ
う

あ
い
で
、
１
月
４
日
に
新
年
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。
司
会
の
職
員

は
巫
女
の
格
好
を
し
、
会
場
入
り

口
に
は
鳥
居
も
設
置
し
ま
し
た
。

会
食
で
は
、
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い

豪
華
な
サ
ケ
の
親
子
丼
な
ど
美
味

し
い
料
理
に
み
ん
な
で
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

　
午
後
は
お
み
く
じ
を
行
い
ま
し

た
。
利
用
者
は
内
容
を
見
て
今
年

の
過
ご
し
方
を
考
え
た
り
、「
新

し
い
出
会
い
」
の
文
章
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
た
り
、「
施
設
長
と
握
手

を
す
る
と
良
い
事
が
あ
る
で
し
ょ

う
」
と
書
か
れ
た
お
み
く
じ
を
引

い
て
恥
ず
か
し
そ
う
に
握
手
を
し

た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
を
見

せ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
お
み
く
じ
の
後
は
獅
子
舞
の
登

場
。
獅
子
舞
の
練
り
歩
き
に
ビ
ッ

ク
リ
し
て
避
け
て
し
ま
う
人
も
い

ま
し
た
が
、
頭
を
か
ま
れ
、
邪
気

を
食
べ
て
も
ら
っ
て
疫
病
退
治
も

で
き
、
新
年
も
健
康
に
過
ご
す
事

が
で
き
そ
う
で
す
。

　
獅
子
舞
の
後
は
、
利
用
者
が
年

末
に
書
い
た
絵
馬
を
紹
介
し
ま
し

た
。「
腕
上
げ
運
動
を
頑
張
る
」「
健

康
で
過
ご
し
た
い
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
絵
馬
が
あ
り
、
自
分
で
書
い

た
内
容
を
覚
え
て
頑
張
ろ
う
と
改

め
て
決
意
し
ま
し
た
。
職
員
も
利

用
者
と
一
緒
に
絵
馬
に
書
い
た
こ

と
を
胸
に
日
々
精
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　

獅子舞などが行われた新年交流会獅子舞などが行われた新年交流会
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　この季節は雪が積もると足跡が見つけやすいた
め、さまざまな動物の気配を感じることができま
す。動物の足跡や食事の形跡、フンなどの情報か
ら動物の生態を推理して楽しむことを「アニマル

トラッキング」と言います。
　洞爺湖有珠山ジオパークで、比較的見つけやす
い動物の足跡を紹介します。

野生動物の足跡を見つけよう野生動物の足跡を見つけよう！！ならではならではならでは冬冬

※野生動物は、寄生虫や病気を持っていることがあります。かわいいと思っても、餌付けはしないでください。

足あとクイズ
洞爺湖有珠山ジオパークで見ら

れる動物の足跡です。
　どの足跡がどの動物かヒントを
読んで推理してみましょう！
　答えはページの下にあります。

Ｑ③
足跡の大きさ約７㎝。２つの大きな

蹄の後ろに、「副蹄」と呼ばれる小さな
跡が見える場合もある。群れで行動す
る。
　たくさんの足跡が重なるとヒグマ
の足跡に間違われることがある。

Ｑ①
足跡の大きさ約5㎝。イヌ科。まっすぐ

直線的に歩くことが多い。ノネズミをよ
く食べるが、昆虫や魚、果実、農作物を食
べることも。

Ｑ②
足跡の大きさ約４㎝。ふらふら歩くこ

とが多い。
　ノネズミ、ミミズ、カエルや果実も好
む。同じ場所に繰り返しフンをする習性
がある。

Ｑ④
上の２つが後ろ足、小

さい２つが前足。後ろ
足の大きさ約16㎝。　

植物の葉、茎、芽を食
べる。毛色は、夏は褐
色、冬には白色になる。
足がとても速い。

Ｑ⑤
足跡の大きさ約２～３㎝。肉食でノネズミ、

鳥・魚・両生類も食べる。
　もともと北海道にいた種類と、毛皮生産の
ために持ち込まれ、野生化したものがいる。

答え：①キタキツネ　②エゾタヌキ
　　　  ③エゾシカ　　④エゾユキウサギ
　　　  ⑤イタチの仲間

広報とうやこ　2022 年２月



　上記のイベントなどの情報は２月１日現在の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、予定さ
れているイベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

2月13日（日） ジオ玉子を食べに行こう

16 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

17 日（木）

脳の健康教室
10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎ 76-4363< 社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006< 健康福祉センター＞）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター 2 階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

18 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
子育て支援センター（☎ 76-2008）

洞爺湖町長選挙立候補予定者説明会
10：00 ～
洞爺湖町役場防災研修ホール（☎ 74-3000）

19 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

24 日（木）

献血
虻田地区

脳の健康教室
10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎ 76-4363< 社会福祉協議会＞）

26 日（土） 洞爺湖畔散策

28 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～ 11：45
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

３月１日（火）
～３月31日（木）

特別企画展～環境省支笏湖国立公園×洞爺湖町立
虻田小学校５年生～環境教育授業作品展
　  洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

3月2日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

3 日（木）

脳の健康教室
10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎ 76-4363< 社会福祉協議会＞）

1.6 歳児・３歳児健診
12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

無料法律相談会

９日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

10 日（木）

脳の健康教室
10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎ 76-4363< 社会福祉協議会＞）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006<健康福祉センター＞）

11 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
子育て支援センター（☎ 76-2008）

時
所
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ｐ 13詳

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ピックアップイベント詳

ｐ 13詳

時

所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

所

ｐ 13詳

時
所

ジオ玉子を食べに行こう
■日　時 ２月 13 日（日）９時 30 分～ 13 時
■場　所　洞爺湖ビジターセンター
■対　象　全年齢対象（小学生以下は保護者同伴）
■定　員　10 人（申し込み順）
■申込み 前日の 17 時までに電話で申し込みください。
■参加費　１人 300 円
■服装・持ち物　動きやすい服装、雪靴（長靴でも可）、
飲み物、タオル、帽子、防寒具、手袋、耳当て、ネック
ウォーマー、携行食、マスクなど
■問合せ　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎
75-2555）

洞爺湖畔散策
■日　時 2 月 26 日（土）10 時～ 12 時
■場　所　洞爺財田自然体験ハウス
■対　象　小学生以上（未就学児は保護者同伴）
■定　員　６人（申し込み順）
■参加費　1 人 300 円
■服装・持ち物　動きやすい服装、雪靴（長靴も可）飲
み物、タオル、帽子、手袋、防寒具、耳当て、ネックウォー
マー、携行食、マスクなど
■問合せ　洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

おめでとう100 歳歳

１月29日に100歳の誕生日を迎えた三橋ともさん
（入江４区）にお祝い金と花束を贈呈し、長寿を祝福
しました。

三橋ともさん

ピックアップイベント詳

所
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東奔西走
　　の洞爺駅を彩るイルミネーショントンネル。夜空の「黒」と
　　雪の「白」に映える色鮮やかな光のコントラストがとてもき　
れいで、トンネルの中に入り記念撮影する観光客の姿も見られま
した。（Ｍ . О）
　　人式が無事挙行。新成人の皆さん、おめでとうございます。
　　コロナ禍の不安があっただけに再会の喜びもひとしおだった
と思います。ふるさとの友人は掛け替えの無いもの。時に支え合
いながら、仕事や学業でご活躍されることを祈っています。（Ｄ.Ｙ）

成
洞爺駅前広場のイルミネーショントンネル洞爺駅前広場のイルミネーショントンネル

vol.8 胆振７市町と陸上自衛隊第７師団第71戦車連隊

たいむとらべるとうやこ

～洞爺湖町の歴史を振り返ります～

　
　
０
１
２
（
平
成
24
）
年
12
月

　
　
25
日
、
室
蘭
市
の
西
い
ぶ
り

広
域
連
合
で
、
当
町
を
含
む
胆
振

７
市
町
（
室
蘭
市
、
登
別
市
、
伊

達
市
、
洞
爺
湖
町
、
豊
浦
町
、
壮

瞥
町
、
白
老
町
）
と
、
陸
上
自
衛

隊
第
７
師
団
第
71
戦
車
連
隊
が
災

害
時
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
の

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
に
は
、
町
民
の
生
命
、
身

体
お
よ
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護

す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
確
立

を
目
的
に
、
相
互
連
携
や
広
域
連

携
、
日
常
的
な
情
報
連
絡
体
制
の

充
実
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
互
連
携
で
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
要
配
慮
者
の
効
果
的
な

援
護
や
避
難
所
に
隣
接
し
た
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
確
保
、
ま
た
、
広
域
連

携
で
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に

関
係
機
関
を
含
め
た
広
い
地
域
で

の
横
断
的
な
連
携
、
連
絡
体
制
の

整
備
、
関
係
資
料
な
ど
の
情
報
共

有
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
陸
上

自
衛
隊
と
の
連
携
が
よ
り
深
ま

り
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
広
域

的
で
効
果
的
な
対
策
が
と
れ
る
体

制
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

２

協定書締結式
　協定書締結式では、各市町
の首長（締結式当時）が、第
７師団長と胆振総合振興局長
立会いのもと第 71 戦車連隊
長とそれぞれ調印を行いまし
た。

ワンショット今月の

自衛隊と連携協定を締結した胆振７市町長自衛隊と連携協定を締結した胆振７市町長

「災害時の連携に係る協定書」締結式

冬「


